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 山本真也氏（神戸大学大学院国際文化学研究科准教授）が，2013 年 9 月 8 日付けの旧稿に
対するコメントとともに，チンパンジーやボノボを中心とする霊長類の利他的行動につい
ての最近の文献や未公刊の知見をご教示くださり，それをもとに改善を試みた。記して謝
意を表したい。なお，本論文の英語版は，Asaji Hirayama “The evolution of reciprocity and 























































































































































































































































“food sharing with offspring”と“food sharing among adults”のそれぞれが存在
する種には■，存在しない種には□を付す。
























かった。京都学派のなかでも，古市 ［1999］ 西田 ［2007］ らチンパンジー派と，









進化してきたことも明らかになった（Jaeggi & Van Schaik ［2011］）。
セマダラタマリン（Saguinus fuscicollis）は，大人の間で食物を分け合うが，





































































う，進化論的には適応的でない選択 evolutionarily maladaptive choices をする」
（Maestripieri ［2001］ p.114）と論じ，Izar らも，「Maestripieri ［2001］ の提案に
よれば，非血縁養子は母子の絆を促進するために選択された，進化論的には適





















































3 図 1 によれば大人間食物分配をしないカニクイザル（long-tailed macaques=crab-eating 
macaques Macaca fascicularis）やワタボウシタマリン（cottontop tamarins Saguinus oedipus）



















































い る（Rizzolatti & Craighero ［2004］，Rizzolatti & Sinigaglia ［2006］）。 ミ ラ ー




























































































互恵性である（Nowak & Sigmund ［1998］ ［2005］， Yoeli et al. ［2013］）。オラン
ウータンやチンパンジー，2 歳から 5 歳の人間の子供とフサオマキザルも，間
接互恵性の前提となるような間接的評判を形成できる（Herrman et al. ［2012］， 
























































ンジーで可能性がわずかに示される（De Waal & Luttrell ［1988］）ものの，人
間特有か，人間以外ではみられてもごく限定的らしい（Hammerstein ［2003］， 



































山 ［2009］ 第 1，2 巻）。
















（Lee et al. ［2009］）はまた，人々の間で信頼感を醸成することが明らかにされ
た（Kosfeld et al. ［2005］）。しかし，さらなる研究によれば，オキシトシンはグ
ループ内での利他的・自己犠牲的行為を促すだけでなく，脅威となる相手に対
しては防御的・敵対的に振る舞うことを促し，自民族中心主義にも関与してい




























































































ようとする目論見を伴って，公正な分配を促すような作用（Eisenegger et al. 
［2010］， Van Honk et al. ［2012］， Eisenegger et al. ［2012］．なお，Zak et al. ［2009］
のこれとは逆の結論に対する批判は，Bos et al. ［2012］ p.27）や，嘘をつかな


































































































ンパンジーやボノボと同様に父系（父方居住）だった（Copeland et al. ［2011］， 


















の洞察 （伊谷 ［2008］ p.352， 本論文p.10に引用） は，このような文脈で復活できる。
乱婚的で父親が誰かはっきりしないが，母子関係の明確なチンパンジーは，
































































アンスを含んだ食物与えの関係を示している」（Spiro ［1982］ 邦訳 p.124）。チン
パンジーの母親は，断乳期の男子と性交し，それは断乳の代償になっている。
フロイトのエディプス・コンプレックスによれば，人間の男子も男根期（およ












こで暮らす。この慣習は，父方−母方オジ方居住 viri-avunculocal residence と呼














































































て人口も増加したと思われる 13 万年前ころに長距離交換を始めた（McBreaty 
& Brooks ［2000］ pp.515, 532, 河合 ［2007］ p.101）。また，人類最古の装身具とし
て使われたと思われる，穿孔した小巻貝（Nassarius gibbosulus）のビーズもそ
のころに現れ，海岸から遠く離れた内陸から出土している（Vanhaerene et al. 







ビーズが作られるようになった（McBreaty & Brooks ［2000］ p.522, fig.9）。この
ような材質からも，最初の装身具は子宮・性交・出産のシンボルであっただろ
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